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学 位 論 文 要 旨 
植物の生物的・非生物的ストレス障害に関わる 
タンパク質凝集体の蓄積に関する生理遺伝学的研究
Physiological and genetic study on accumulation of protein aggregates involved in 











植物の生物的ストレス障害の実験モデルとして、タバコ属種間雑種（N. suaveolens x 
N. tabacum）の培養細胞や実生に現れる致死性を対象とした。第 2章では、培養細胞に



































は、calcineurin B、RCC1ファミリータンパク質および Calcium-dependent protein 
kinase（CPK）であった。これらはいずれも ROSの産生に関与することが示唆されて
いるタンパク質であり、タンパク質凝集体の蓄積の制御は、ROS産生の制御を介して行
われている可能性が示された。また、GWASにより検出された遺伝子の変異は、不溶性
タンパク質の増加率に差異をもたらすだけでなく、高温処理による発芽やシュート伸長
の阻害の差異にも関与することも示唆された。 
 以上から、植物に現れる生物的・非生物的ストレス障害にはタンパク質凝集体の蓄積
が関わり、その蓄積を促進または抑制する機構の遺伝的変異はストレス耐性の強弱に関
与している可能性が示された。これらは、植物の生物的・非生物的ストレス耐性の強化
に利用できる重要な知見であると考える。 
